
て
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
何
卒
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
、
都

議
会
各
会
派
へ
支
援
を
要
請
。

　

要
望
事
項
の
概
要
は
、
横
田

英
雄
幹
事
長
が
解
説
。「
私
ど
も

は
、
公
共
建
築
物
管
理
の
適
正
な

価
格
で
の
発
注
に
よ
る
品
質
の
確

保
と
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
担

い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
促
進
を

基
本
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。
公

共
工
事
の
品
質
の
確
保
に
関
す
る

法
律
が
本
年
６
月
に
改
正
、
施
行

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
契
機

に
さ
ら
に
行
政
の
取
り
組
み
が
進

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。
要
望
の
内
容
に
つ
い
て
は
継

続
事
項
も
多
数
あ
り
ま
す
」
と
方

針
や
期
待
な
ど
を
述
べ
た
あ
と
、

総
合
評
価
制
度
の
拡
充
、
十
分
な

予
算
措
置
並
び
に
最
低
制
限
価
格

等
を
導
入
す
る
場
合
の
協
議
、
契

約
内
容
の
履
行
確
保
と
入
札
参
加

資
格
の
審
査
、
障
害
者
雇
用
の
促

進
に
つ
い
て
要
望
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、働
き
方
改
革
、

障
害
者
雇
用
の
推
進
な
ど
に
関
す

る
質
問
や
意
見
に
対
し
て
、
課
題

も
含
め
て
応
答
。
都
議
会
公
明
党

は
、「
令
和
２
年
度
の
予
算
に
皆

様
の
ご
要
望
を
し
っ
か
り
反
映
で

き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
約
束
。
都
議
会
立
憲
・
民

主
ク
ラ
ブ
は
「
貴
重
な
ご
要
望
、

ご
意
見
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
」、
都
議
会
自
民
党
は
「
頂

き
ま
し
た
ご
要
望
は
、
都
議
会
自

民
党
と
し
て
、
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
表
明
。

　

梶
山
龍
誠
理
事
長
は
、「
私
ど

も
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に
お

き
ま
し
て
は
、
慢
性
化
す
る
人
手

不
足
、
人
件
費
高
騰
等
の
影
響
を

受
け
、
大
変
厳
し
い
環
境
が
続
い

て
お
り
ま
す
」
と
業
界
の
実
情
に

つ
い
て
説
明
。
続
け
て
、「
本
年

６
月
に
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の

促
進
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ

れ
、
公
共
建
築
物
等
の
維
持
管
理

に
関
し
て
品
質
確
保
や
事
業
者
の

育
成
等
に
関
す
る
努
力
義
務
規
定

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
東

京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
法

改
正
が
公
共
建
築
物
を
適
切
に
維

持
管
理
し
て
い
く
た
め
の
環
境
整

備
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と

法
改
正
に
つ
い
て
言
及
し
て
期

待
を
述
べ
た
。
最
後
に
、「
本
日

は
、
来
年
度
の
都
予
算
に
つ
き
ま

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
つ
い

　
各
会
派
と
も
、
丁
寧
な
対
応
で

東
京
ビ
ル
政
連
の
要
望
に
対
す
る

支
援
を
約
束
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
冒
頭
、
都
連
の
井
上
信
治
政
調

会
長
が
「
本
日
は
ご
要
望
を
し
っ

か
り
承
っ
て
、
そ
れ
を
政
策
に
生

か
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
」

と
挨
拶
。

　
梶
山
理
事
長
は
、
都
連
の
日
ご

ろ
の
指
導
・
支
援
に
対
し
て
謝
辞

を
述
べ
た
あ
と
、「
慢
性
化
す
る

人
手
不
足
や
人
件
費
高
騰
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け
ま
し
て
、

大
変
厳
し
い
環
境
が
続
い
て
お
り

ま
す
」
と
、
ビ
ル
メ
ン
業
界
の
現

状
を
説
明
。
続
け
て
、「
そ
の
よ

う
な
な
か
、中
川
先
生
を
は
じ
め
、

国
会
議
員
の
先
生
方
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
本
年
６
月
に
公
共
工
事
の

品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律

が
改
正
さ
れ
ま
し
て
、
公
共
建
築

物
等
の
維
持
管
理
に
関
し
て
、
品

質
確
保
や
事
業
者
の
育
成
等
に
関

す
る
努
力
義
務
規
定
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
業
界
を
代
表
し
て
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
ど
も
東

京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
政
治
連
盟

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
の
法

改
正
に
よ
り
公
共
建
築
物
を
適
切

に
維
持
管
理
す
る
た
め
の
環
境
整
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都議会各会派への要望活動を展開

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
、
７
月
25
日

に
都
議
会
公
明
党
、
８
月
19
日
に

都
議
会
立
憲
民
主
党
・
民
主
ク
ラ

ブ
と
東
京
都
議
会
自
由
民
主
党

が
都
議
会
議
事
堂
に
お
い
て
開

催
し
た
令
和
２
年
度
東
京
都
予

算
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加
、

「
令
和
２
年
度
東
京
都
所
有
の
建

築
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る
要
望
」

（
本
紙
第
２
４
１
号
に
掲
載
）
を
手

交
し
、
要
望
の
概
要
を
説
明
し
て
、

実
現
へ
の
支
援
を
強
く
訴
え
た
。

要望実現への支援を要請！

立憲民主党・民主クラブ
中村ひろし幹事長に要望書を手渡す梶山理事長

自民党
鈴木章浩幹事長に要望書を手渡す梶山理事長

公明党
中山信行幹事長代理に要望書を手渡す梶山理事長

自民党都連へ感謝と期待を表明
改
正
品
確
法
の
趣
旨
徹
底
を
！

　

東
京
ビ
ル
政
連
は
令
和
元
年
10
月
２
日
、

自
由
民
主
党
本
部
で
開
催
さ
れ
た
自
民
党

東
京
都
支
部
連
合
会
の
「
令
和
２
年
度
国

家
予
算
・
税
制
改
正
等
要
望
聴
取
会
」
に

参
加
し
て
、「
令
和
２
年
度
国
の
予
算
・
制

度
等
に
関
す
る
要
望
」
を
手
交
、
業
界
の

厳
し
い
現
状
と
要
望
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

し
て
、
さ
ら
な
る
理
解
と
支
援
を
訴
え
た
。

都
議
会
立
憲
民
主
党
・
民
主
ク
ラ
ブ
で
の
様
子

井
上
信
治
政
調
会
長

中
川
雅
治
ビ
ル
メ
ン
議
連
幹
事
長

丸
川
珠
代
参
議
院
議
員

都
議
会
公
明
党
で
の
様
子

都
議
会
自
民
党
で
の
様
子


